拝啓　霜寒の候、いよいよ年の瀬も押し迫ってまいりましたが、いかがお過ごしでしょうか。ご家族の皆様にもお変わりなくお過ごしのことと存じます。
さて、このたびは心のこもったご丁寧なお品をお送りいただき、誠にありがとうございました。箱を開けた瞬間に広がる香りとともに、あなたのお心遣いが伝わってまいり、家族一同とても嬉しく存じました。さっそく皆でいただきながら、今年一年の出来事や思い出話に花を咲かせたところでございます。
振り返れば、本年も折に触れて温かなお心配りをいただき、折々のお言葉に励まされてまいりました。遠く離れていても、こうして変わらぬご厚情をいただけることを、何よりありがたく感じております。日々慌ただしく過ごしておりますが、こうしたご縁に支えられていることをあらためて実感いたしました。
寒さもこれからが本番でございます。どうかお身体を大切になさり、穏やかな新年をお迎えくださいませ。来る年もまた、笑顔でお会いできますことを心より楽しみにしております。
本来ならば直接お目にかかり御礼申し上げるべきところではございますが、まずは略儀ながら書中をもちまして心より御礼申し上げます。
敬 具
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